
 

 

 

 

 

令和３年度 
 

 

 

佐川移住促進住宅地質調査業務委託 
 

 

 

 

 

 

報告書 
 

 

 

 

 

 

 

令和４年１月 
 

 

 

 

江 府 町 

 



 

 



 

 

＜目 次＞ 
 

第 1 章. 業務概要 ........................................................... 1 

 業務の内容 .............................................................. 1 
 業務数量 ................................................................ 2 
 履行場所 ................................................................ 3 

第 2 章. 業務の実施内容 ......................................................... 4 

 実施フローチャート ...................................................... 4 
 調査方法 ................................................................ 5 
 調査結果の整理 ......................................................... 11 

 試料の観察方法 ......................................................... 12 

第 3 章. 調査結果 .......................................................... 14 

 地形・地質概要 ......................................................... 14 
 現地踏査結果 ........................................................... 17 
 コア観察および孔内水位 ................................................. 21 
 標準貫入試験結果 ....................................................... 24 

 室内土質試験結果 ....................................................... 26 

第 4 章. 考察 .............................................................. 27 

 土質構成 ............................................................... 27 

 想定地質断面図 ......................................................... 30 

 調査範囲地盤構成の考察 ................................................. 35 

 棄却検定 ............................................................... 36 

4.  地盤定数の検討 ......................................................... 37 

 液状化判定 ............................................................. 43 

第 5 章. 小規模建築物の支持層の検討 ........................................ 45 

 Dg1「洪積第一砂礫層」の支持層としての検討 .............................. 45 

 As1「沖積第一砂質土層」と As2「沖積第二砂質土層」の支持層としての検討 ... 46 

 不同沈下の検討 ......................................................... 49 

第 6 章. 設計・施工上の留意点 .............................................. 50 

 

《 巻末資料 》 

・ 想定地質断面図 

・ 想定地質三次元モデル 

・ ボーリング柱状図およびコア写真 

・ 標準貫入試験記録 

・ 室内土質試験記録 

・ 液状化判定計算書 

・ 現場状況写真 

・ 国土地盤情報データベース検定証明書 

・  打合せ協議記録簿 

・ 業務計画書 

・ 作業計画書 

・ 中間報告書 

・ 変更業務計画書 

・  照査記録 



-1- 

第1章 業務概要 

 

1.1 業務の内容 
 本業務の概要は、以下のとおりである。 

1）業 務 名： 佐川移住促進住宅地質調査業務委託 

2）業務場所： 鳥取県日野郡江府町佐川地内 

3）業務目的： 本業務は、調査地の地質構造及び地盤状況等を調査し、計画される建築物

（最大：2階建て）の設計・施工の検討を行うための基礎資料を得ること

を目的とした。 

4）業務期間： 自）令和 3年 9月 1日 

至）令和 4年 1月 25 日 

5）業務内容： ① 機械ボーリング 計 3孔，延 33m 

② 標準貫入試験 計 33回 

③ 足場仮設（平坦足場） 3箇所 

④ 解析等調査 1業務 

（資料整理とりまとめ、断面図等の作成） 

なお、調査数量の詳細は次頁の表1.2.1に示すとおりである。 

6）発注機関： 江府町 

（住所） 〒689-4401 鳥取県日野郡江府町大字江尾1717 番地 1 

（TEL） （0859）75-3223 

（FAX） （0859）75-2389 

 

7）受注機関： シンワ技研コンサルタント株式会社 

 （住所） 〒683-0064 鳥取県米子市道笑町4丁目 12-24 

（TEL） （0859）34-2141 

（FAX） （0859）33-2844 

 

 

 地質調査  

 管理技術者： 青原 啓詞（技術士－応用理学部門） 

現場代理人： 青原 啓詞（技術士－応用理学部門） 

照査技術者： 西尾 由美（RCCM(地質)、地質調査技士） 

担当技術者：  吉井 茉莉子 

 

 

8）成果物等： 成果物等 部数 

 報告書 1 部 

 図面（A3 縮小版） 1 部 

 現場写真、コア標本箱 1 式 

 電子媒体（CD-ROM、又は DVD-R） 3 部 
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1.2 業務数量 
本業務における調査数量は表 1.2.1示すとおりである。 

表 1.2.1 業務内容一覧表 

工
種 種 別 細 別 規 格 単位 

数量 
当初 実施 

地 

質 

調 

査 

業 

務 

機械ボーリング 

土質ボーリング 
(オールコア) 

孔径φ66mm, 
砂・砂質土 m 21.0 9.3 

孔径φ66mm, 
礫混じり土砂 m 9.0 1.1 

孔径φ66mm, 
玉石混じり土砂 

m 0.0 12.2 

土質ボーリング 
(ノンコア) 

孔径φ66mm, 
砂・砂質土 m 0.0 5.5 

孔径φ66mm, 
礫混じり土砂 m 0.0 0.9 

孔径φ66mm, 
玉石混じり土砂 

m 0.0 4.0 

サウンディング 

及び 

原位置試験 

標準貫入試験 

砂・砂質土 回 21 12 

礫混じり土砂 回 9 2 

玉石混じり土砂 回 0 19 

室内土質試験 土の粒度試験（ふるい分け） 試料 0.5kg未満 試料 0 3 

コンサルティング 

業務 

資料整理とりまとめ 土質ボーリング 3本 業務 1 1 

断面図等の作成 土質ボーリング 3本 業務 1 1 

電子納品作成費 電子納品作成費（調査）  式 1 1 

運搬費 資機材運搬 
クレーン装置付き 
3ｔ積 2.9ｔ吊 

日 2 2 

準備費 
準備及び跡片付け  業務 1 1 

調査孔閉塞  箇所 3 3 

仮設費 平坦足場 
嵩上げ足場 
（高さ 0.3m超） 箇所 3 3 

旅費交通費 旅費交通費（地質）  式 1 1 

施工管理費   式 1 1 

その他 
国土地盤情報 
データベース検定費 

 本 3 3 

解 
析 
等 
調 
査 
業 
務 

解析等調査 

既往資料の収集・ 
現地踏査 土質ボーリング 3本 業務 1 1 

資料整理とりまとめ 土質ボーリング 3本 業務 1 1 

断面図等の作成 土質ボーリング 3本 業務 1 1 

打合せ 地質調査 業務 1 1 

直
接
人
件
費 

電子成果品 

作成費 
解析等調査  式 1 1 

※赤字：新規工種 
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1.3 履行場所 

 業務履行場所の位置を図 1.3.1に示す。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

業務箇所 
（江府町佐川地内） 

図 1.3.1 業務履行位置 案内図（地理院地図：電子国土 Web） 

至 米子 

至 根雨 
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※業務の管理は、社内構築の品

質マネジメントシステム

(ISO9001)を活用します。 

第2章. 業務の実施内容 

2.1 実施フローチャート 

業務の実施にあたっては、「特記仕様書」ならびに調査職員との協議によって作

業を行った。 

業務遂行は、図 2.1.1 のフローチャートに従い、業務の管理は社内構築の品質管

理マネージメントシステム(ISO9001)を活用した。 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

工程内検査① 

資料収集 

機械ボーリング 

標準貫入試験 

資料整理とりまとめ 

断面図等の作成 

納 品 

協 議 

確 認 

調査結果の整理 

現地踏査・位置決定 

準  備 

協 議 

現地立ち入り了承 

工程内検査② 

Yes 

Yes 

No 

No 

・着手時の打合せ 

・最終打合せ 

設計に必要な資料の提供 

納品前検査 

修正 

修正 

諸手続 

協 議 

作業計画書作成 

図 2.1.1 実施フローチャート 
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図 2.2.1 ボーリング機械の模式図 

2.2 調査方法 

2.2.1 機械ボーリング 

目 的 

調査地の地質状況の把握、原位置試験の試験孔の削孔（Ｎ値測定）を目的として

実施した。 

方 法 

図 2.2.1 に示すように、ボーリングは油圧式スピンドル型ロータリー試錐機を用

いて実施した。削孔方法は、φ66mmの鉛直コアボーリングとした。 

 

【注意事項】 

1)孔底のスライムをよく排除し、孔壁

の保護を完全にして崩壊防止に努め

た。 

 

2)孔壁の保護に対しては、保護管（ケ

ーシングなど）を有効に利用した。 

 

3)所定の掘進ならびに各種試験が終了

した後は調査孔を購入土で閉塞した。 
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2.2.2  標準貫入試験 

目 的 

① Ｎ値を得ることにより、原位置地盤における土の相対的な硬軟と土の締まり具

合を判定し、土の地盤工学的性質を把握すること。 

② 採取した試料により、土の判別と分類を行うこと。 

試験方法 

標準貫入試験は図 2.2.2に示すような器具を用い、JIS A 1219-2013に準拠して

実施した。試験間隔およびドライブハンマーの落下方法は次のとおりである。 

試験間隔： 1ｍごと 

ドライブハンマーの落下方法：半自動落下装置による自由落下 

打撃回数の上限：60回 

試験器具 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2.2.2 標準貫入試験器の模式図 
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2.2.3 使用機械の種類、名称、性能 

使用機械の機種等を表 2.2.1 に示す。 

表 2.2.1 使用機械 

機  種 名  称 能  力 

ボーリングマシン 東邦地下工機 D0-DR  50m 

試錐ポンプ 東邦地下工機 BG-3C 型 30 ㍑ ／min 

エンジン ヤンマーNFAD8 型 8PS 

三脚やぐら 単管パイプ 4m 

ロッド φ40.5mm 1～3m 

ケーシング φ86～135mm 1m 

コアチューブ シングル及びダブル 1.5～2.5m 

標準貫入試験器具 ― JIS A 1219 

 
2.2.4 資機材運搬 

【クレーン付きトラック運搬】 

調査地点までの資機材の運搬は、図 2.2.3 に示す 2.9t吊り移動式クレーン搭

載型トラックおよび軽トラックを使用して行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

5 500

2
3
0
0

図 2.2.3   2.9t 吊り移動式クレーン搭載型トラックの模式図 
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(ケーシング)

保護管

４０Ａ単管

三脚やぐら

ボーリングロッド

(φ66mm)

(φ40.5mm)

コアチューブ

汚水処理

（単管足場の場合）

図 2.2.4 平坦地足場一般図 

図 2.2.5 仮設模式図 

2.2.5 足場仮設備 

ボーリングの足場は、地上から孔口標高等を考慮して、単管パイプ等により組

立てた。仮設足場は、作業完了まで資機材を安定かつ効率的な作業が行える状

態に据え付けるとともに、資機材についても安全かつ使いやすい位置に設置

し、作業空間を良好に確保するように配置した。 

本調査では現地の地盤状況より平坦地足場（嵩上げタイプ）仮設した。 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

0.3m超   
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図 2.2.7 町営佐川住宅の消火栓 

2.2.6 給水設備 

ボーリング調査の掘削水には、町営佐川住宅の消火栓を使用した。消火栓から

500L タンクに水を汲み、タンクを軽トラックでボーリング調査位置まで運んで

使用した。 
 

 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 

 

 

 

給水箇所 

軽トラック移動経路 

調査範囲 

図 2.2.6 給水箇所 
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図 2.2.8 掘削水循環処理の様子 

図 2.2.9 調査孔閉塞状況 

2.2.7 濁水処理 

作業により発生する濁水は、循環して使用し、漏水しないよう適切に処理した。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 

2.2.8 調査孔閉塞 

調査孔は、現地調査完了後、土砂等により埋め戻すとともに周辺環境を整えた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

図 2.2.10 調査孔閉塞後 
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2.3 調査結果の整理 

2.3.1 N 値の補正方法 

礫や玉石の混じった地層では、標準

貫入試験のサンプラーが玉石や大きな

礫に接触した場合、その影響で実際の

締まり具合に比べて過大なＮ値が得ら

れることがある。 

実際の締まり具合にできるだけ近い

Ｎ値を求めるため、打撃回数と累積貫

入量の関係（図 2.3.1）から、玉石に

影響されていないＮ値を補正して、柱

状図に破線で示した。 

また、試験の途中で土質が変化した場合、貫入曲線は土質境界付近で折れ曲がるこ

とがある（図 2.3.2）。このような場合は、それぞれの直線を延長して各層のＮ値

に換算し、柱状図に破線で示した。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

2.3.2 室内土質試験 

土質試験は、調査地点における土質地盤の工学的性質の把握を目的とし実施した。 

本業務で実施した土質試験の項目および概要は表 2.3.1に示す。 

表 2.3.1 土質試験内容 

試験の項目 [規格] 試験方法の種類 結果から得られる主な値 試験結果の利用法 

物理的 

性質試験 

土の粒度 

[JIS A-1204] 
・ふるい分析 

・最大粒径 

・粒径加積曲線 

・細粒分含有量 

・土の分類 

・砂質土の液状化判定 

・簡易粒度組成判別 

  

A層 

B層 

A層 

B層 

A層：Ｎ=12 

B層：Ｎ=36 

B層：Ｎ=12 

A層：Ｎ=48 

実測値 

補正値 

図 2.3.1 打撃回数と累積貫入量の関係 

図 2.3.2  2 層にまたがる打撃回数と累積貫入量の関係 
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表 2.4.1 土質材料の工学的分類 

2.4 試料の観察方法 

2.4.1 土質材料の判別分類 

土質材料の判別分類は表 2.4.1 土質材料の工学的分類 1を用いて行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

                             
1 (社)地盤工学会：地盤材料試験の方法と解説，平成 21 年 11 月，pp.53～79 
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2.4.2 相対稠度と相対密度 

Ｎ値と砂地盤の相対密度および細粒土の相対稠度は表 2.4.2、表 2.4.32を参考と

した。 

 

表 2.4.2 Ｎ値と砂地盤の相対密度との関係 

Ｎ値 相対密度 現場における判別方法 

0～4 非常に緩い φ13mmの鉄筋が容易に手で貫入する 

4～10 緩い スコップで掘削できる 

10～30 中くらい φ13mmの鉄筋を約 2kgのハンマで容易に打ち込める 

30～50 密な 同上で 30cmくらい入る 

50以上 非常に密な 
同上でも 5～6cm くらいしか入らない。掘削にツルハシを

要し、打ち込むとき金属音を発する 

 

 

表 2.4.3 細粒土の相対稠度区分とＮ値と一軸圧縮強さの関係 

Ｎ値 状態表現 
現場における判別方法 

（原位置土に対する親指試験） 

一軸圧縮強さ 

qu(kN/m2) 

0～2 非常に軟らかい こぶしが容易に 10数 cm入る 25以下 

2～4 軟らかい 親指が容易に 10数 cm入る 25～50 

4～8 中 位 努力すれば親指が 10数 cm入る 50～100 

8～15 硬い 
親指でへこませることはできるが、親

指を貫入させるには大変である 
100～200 

15～30 非常に硬い 親指の爪で印がつけられる 200～400 

30以上 固結した 親指の爪で印をつけることが難しい 400以上 

 

 

 

 

 

 

 

                             
2 (社)土質工学会：『土質基礎工学ライブラリー4』「土質調査試験結果の解釈と適用例－第 1 回改

訂版」，昭和 54 年 8 月，pp.50-56  
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第3章. 調査結果 

3.1 地形・地質概要 

3.1.1 地形概要 

調査地は鳥取県日野郡江府町佐川地内で、大山火山の主峰弥山の南西約 10km

先に位置する（図 3.1.1）。調査地の西側約 200m 先には、日野川が南から北へ

向かって流下する。日野川は全長 77km の一級河川で、源流から江府町までは概

ね北東へ、江府町で流路が直角に変わり北へ向かって流下する。調査地は屈曲

部の下流約 1.3kmに位置している。溝口付近までは日野川に広い堆積面が発達し

ておらず、細長い段丘面が河川に沿って見られる程度である。 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 図 3.1.1 業務履行位置 案内図（地理院地図） 

日野川 
屈曲部 

調査地 

弥山 

至 米子 

至 根雨 
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土地分類基本調査図（国土調査 昭和 52 年 7 月 7 日指定 1：50,000 地形図 

高梁 5・9 号）（図 3.1.2）によると、調査範囲の地形は谷底平野に該当し、起

伏の少ない氾濫原である。調査範囲の東側には中起伏山地が大きく広がってお

り、北東約 500m先には砂礫台地が存在している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地質名 記号 

山地 

小起伏火山地 
 

中起伏山地 
 

山頂緩斜面 
 

台地 

砂礫台地 GtⅢ 
 

砂礫台地 GtⅣ 
 

砂礫台地 GtⅤ 
 

火山灰砂台地 ApⅡ（弥山熱雲） 
 

低地 
谷底平野 

 

河原 
 

その他 

崖 
 

地形界 
 

二級水系河川流域界 
 

国道  

主要地方道  

図 3.1.2 調査地周辺の地形平面図（昭和 52 年，鳥取県） 

表 3.1.1 地形構成表 
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3.1.2 地質概要 

地質平面図（地質調査所 昭和 36年 1：50,000地質図 根雨）（図 3.1.3）に

よると、調査地周辺の地質は中生代白亜紀の花崗岩を基盤とし、北東斜面には

大山火山噴出物が広く分布している。日野川沿いの河岸および河床部には、段

丘堆積層や崖錐堆積層および沖積層などの未固結の土砂が基盤岩を被覆して分

布している。調査範囲の地質は基盤の花崗岩を被覆して河岸段丘堆積層が分布

している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地質時代 地質名 記号 

新

生

代 

第 四 紀 

完新世 沖積層 
 

更新世 

崖錐堆積層 
 

河岸段丘堆積層 
 

新期火山噴出物（石英安山岩火山礫凝灰岩） 
 

古期火山噴出物（安山岩凝灰角礫岩） 
 

新第三紀 鮮新世 かんらん石玄武岩および火山砕屑岩 
 

中生代 
粗粒黒雲母花崗岩(根雨花崗岩) 

 

片麻状角閃石黒雲母花崗閃緑岩（江尾 Gr） 
 

図 3.1.3 調査地周辺の地質図（昭和 36 年，地質調査所） 

表 3.1.2 地質構成表 
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図 3.2.2 調査地周辺の模式地質断面図 

 

3.2 現地踏査結果 

3.2.1 調査地周辺状況 

調査地周辺の状況を図 3.2.1 に示す。調査地の対岸（日野川左岸側）では花崗岩が露頭している。調査地側の川岸（日野川右岸側）では玉石や礫からなる日野川河床堆積物が見受けられた。調査地の地盤は、日野

川に沿った段丘面を構成する砂礫層と花崗岩（基盤岩）で構成されていると予想された（図 3.2.2）。 

 

 

 

 

 

 

  

 

  

 

  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日野川右岸側 

日野川左岸側 

図 3.2.1 調査地周辺の日野川とその川岸の状況 

日野川河床堆積物 

花崗岩 

調査地 

 

川の流れ 

堆積物等 

 花崗岩（基盤岩） 

調査地 
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3.2.2 調査地と調査地内状況 

 

調査地とその範囲内の状況を以下の図 3.2.3に示す。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

調査範囲 

調査地 
（江府町佐川地内） 

⑥全景（調査範囲の南西側の隅から） 

② 

① 

③ 

⑤ 

④ 

➅ 

量水計と水道埋設の跡 

用水路 

➁ 全景（旧パチンコ店の南東側の隅から） 

③マンホール（止水弁等） ④変電設備 

➀ 井戸のポンプ 

電灯 

⑤全景（調査範囲の南東側の隅から） 

図 3.2.3 調査地と調査地内状況 
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調査範囲

3.2.3 ボーリング調査位置 

地上調査範囲の各地層の分布状況を広くとらえるために、ボーリング調査は以

下の図 3.2.4 に示す 3箇所で実施した。旧パチンコ店西側には下水・電気・水道

等の埋設物が多く存在する箇所があり、この位置は避けてボーリング調査を行っ

た。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Br.1：敷地東側（国道沿い）  

マンホール確認 

下水等の地下埋設物有 
Br.2：敷地東側（国道沿い）  

Br.3：敷地西側（日野川沿い）  

変電施設、電柱確認 

電線等の地下埋設物有 

図 3.2.4 ボーリング調査位置 

旧パチンコ店 

用水路 

Br.1 

Br.2 
Br.3 
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T.1

T.3

T.3-1
T.4

Y=350

Y=400

Y=400

Y=450

Y=450

Y=500

Y=500

X=
45
0

X=
45
0

X=
50
0

X=
50
0

X=
55
0

X=
55
0

X=
60
0

X=
60
0

X=
65
0

X=
65
0

図 名

位 置

縮 尺

図 号

単位

鳥取県

Ｍ

全 葉中の内

令和 年度施行

1:250

平 面 図

鳥取県江府町役場

鳥取県日野郡江府町大字佐川

佐川移住促進住宅地形測量業務

鉄板 鉄板

鉄板

鉄板

引照点

散水栓

V

国道181号
至米子

E
T

E
T

Co

Co

Co Co
Co

As

道の駅
奥大山

As

至根雨

E
T

E
T

E
T

量

Br.1

Br.2

Br.3

水道

汚

汚

汚

汚

止

汚汚汚

止止

汚

Co

汚
汚
汚

止汚

汚

As

変電設備

Co

Co
CoCo

Co

Co

Co

G

GG

G

Co

As

As

As

As

As

タイル

Co

As

G

G

G

G

汚

四級基準点

凡 例

ボーリングポイント

仮基準点
（T.2）

Y=350

発 注

有限会社 江府技研コンサルタント測 量

仮の高さ：131.00m

3.2.4 ボーリング調査位置の緯度・経度・孔口高さ 

ボーリング調査位置の緯度経度と孔口高さを表 3.2.1 に示す。緯度・経度は地

形図から読み取った値を採用した。各ボーリング調査位置の孔口高さは、佐川移

住促進住宅地形測量業務より提供された T.2（仮の標高：131.000m）を基準とし

た高さを用いた。 

表 3.2.1 ボーリング調査位置の緯度経度・孔口標高 

BP 名 
国土地理院 GSI Map 佐川移住促進住宅地形測量業務 

緯度 経度 X 座標 Y 座標 孔口高さ 

Br.1 35゜17' 49" 133゜28' 23" 581.34 461.33 129.91m 

Br.2 35゜17' 47" 133゜28' 24" 510.10 457.16 130.10m 

Br.3 35゜17' 46" 133゜28' 22" 499.34 409.50 129.57m 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3.2.5 ボーリングの掘り止め 

Br.1 と Br.2 は小規模建築物の基礎としての地盤を確認するために、Ｎ値＞30

の砂礫層を 3ｍ確認して掘り止めとした。Br.3 は地盤構成（軟弱地盤、液状化対

象層の有無）の確認するために 20m で掘り止めとし、Ｎ値＞50 の砂礫層を 4m 確

認した。 

 

図 3.2.5 ボーリング調査位置と仮基準点の位置（A1 1/250 平面図） 
江府町：佐川移住促進住宅地形測量業務,有限会社江府技研コンサルタント（令和 3 年 10 月）より抜粋 
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 コア観察および孔内水位 

コア観察の結果および孔内水位変動図を以下に示す。 

Br.1 孔口高さ：H = 129.91 m、総掘進長：7.00 m 

  

柱状図記事 孔内水位 コア写真 

0.00m～1.00m：礫混じりシルト質砂（色調：褐～暗灰） 

上部 5cmはアスファルトである。 

GL-0.30mまでは砕石である。 

以深は細砂が主体の盛土である。 

所々にφ40mm以下の角礫を含む。 

含水量は少ない。 
 

1.00m～2.00m：シルト質砂（色調：暗褐～黒） 

細砂が主体である。 

所々に腐植物を含む。旧耕作土である。 

GL-1.00～1.50mで細粒分を多く含む。 

含水量は中位。 

 

2.00m～2.60m：シルト混じり砂（色調：褐） 

細砂が主体である。 

φ25mm以下の亜角礫を含む。 

GL-2.00～2.45mでは細粒分が少ない。 

含水量はやや少ない。 

 

2.60m～7.00m：玉石混じり砂礫（色調：褐～暗灰） 

基質は中～粗砂である。 

φ50mm以下の円～亜角礫を 30%程度含む。 

L=10cm程度の玉石コアを複数混入する。 

玉石コアは安山岩が多い。 

GL-2.50～2.60mは細粒分が多い。 

GL-2.80～3.50mは砂分が多い。 

GL-2.60～3.00mで玉石コアを 38%程度含む。 

GL-3.00～4.00mで玉石コアを 30%程度含む。 

GL-4.00～5.00mで玉石コアを 20%程度含む。 

GL-5.00～6.00mで玉石コアを 52%程度含む。 

GL-6.00～7.00mで玉石コアを 23%程度含む。 

玉石コアの最大コア長は L=20cm であり、GL-3.80～4.00m に存

在する。 

含水量は中位。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ケーシング引抜後の水位を深度 5.86mに確認したため、これを地

下水位とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Br.1
H = 129.

91 m

dep = 7.00
m

Ｎ値
0 10 20 30 40 50

2

3

25

60/15

60/24

32

60/8

0.00

1.00

2.00

2.60

7.00
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Br.2 孔口高さ：H = 130.10 m、総掘進長：6.00 m 

 

 

 

柱状図記事 孔内水位 コア写真 

0.00m～0.70m：礫混じりシルト質砂（色調：褐～暗灰） 

上部 3cmはアスファルトである。 

GL-0.25mまでは砕石である。 

以深は細砂が主体の盛土である。 

φ30mmの角礫を含む。 

含水量は少ない。 
 

0.70m～1.90m：シルト質砂（色調：暗褐） 

細砂が主体である。 

部分的に細粒分が優勢になる。 

所々に腐植物を混入する。旧耕作土である。 

φ40mm以下の礫をわずかに混入する。 

含水量は少ない。 

 

1.90m～2.70m：シルト質砂（色調：褐） 

細砂が主体である。 

含水量は中位。 

 

2.70m～6.00m：玉石混じり砂礫（色調：褐～暗灰） 

基質は粗砂である。 

φ50mm以下の亜円～亜角礫を 30%程度含む。 

L=10cm程度の玉石コアを複数混入する。 

GL-5.70～5.80mは細粒分が多い。 

GL-2.70～3.00mは玉石コアを含まない。 

GL-3.00～4.00mで玉石コアを 30%程度含む。 

GL-4.00～5.00mで玉石コアを 45%程度含む。 

GL-5.00～6.00mで玉石コアを 42%程度含む。 

玉石コアの最大コア長は L=15cm であり、GL-4.10～4.25m に存

在する。 

含水量は中位。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ケーシング引抜後の水位を深度 4.65mに確認したため、これを地

下水位とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Br.2
H = 130.

10 m

dep
= 6.00

m

Ｎ値
0 10 20 30 40 50

6

3/33

60/8

60/5

60/4

60/15

0.00

0.70

1.90

2.70

6.00
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Br.3 孔口高さ：H = 129.57 m、総掘進長：20.00 m 

柱状図記事 孔内水位 コア写真 

0.00m～0.60m：礫混じりシルト質砂（色調：褐～暗灰） 

上部 2cmはアスファルトである。GL-0.20mまでは砕石である。 

以深は砂が主体の盛土である。 

φ60mm以下の亜円～亜角礫を含む。含水量は少ない。 
 

0.60m～1.95m：シルト質砂（色調：暗褐） 

細～中砂からなる砂が主体である。 

所々に腐植物を含む。旧耕作土である。 

亜角礫をわずかに含む。含水量は中位。 

 

1.95m～8.50m：玉石混じり砂礫（色調：褐～暗灰） 

基質は粗砂である。 

φ50mm以下の円～亜角礫を 30%程度含む。 

L=10～15cm程度の玉石コアを複数混入する。 

基質はゆるい。玉石コアは安山岩が多い。 

GL-2.00～3.00mで玉石コアを 70%程度含む。 

GL-3.00～5.00mで玉石コアを 35%程度含む。 

GL-5.00～7.00mで玉石コアを 30%程度含む。 

GL-7.00～8.50mは玉石コアを含まない。 

玉石コアの最大コア長は L=30cm であり、GL-2.30～2.60m に存

在する。 

含水量は中位。 

  

8.50m～15.60m：礫混じり砂（色調：淡褐～淡灰） 

粗砂が主体である。 

φ50mm以下の円～亜角礫を所々に含む。 

GL-10.90～11.00mに L=10cmの玉石コアを混入する。 

GL-13.45～13.55mでは細粒分が多くなる。 

GL-14.45～14.60mでは中～粗礫が卓越する。 

GL-14.85～15.00mでは細砂が多くなる。 

含水量は中位。 

 

15.60m～16.00m：シルト混じり砂（色調：淡褐） 

細～粗砂からなる砂が主体である。 

GL-15.60～15.80mで細粒分が多くなる。 

含水量は中位。 

 

16.00m～20.00m：玉石混じり砂礫（色調：褐～暗灰） 

基質は粗砂である。L=10cm程度の玉石コアが複数混入する。 

玉石コアは安山岩が多い。 

礫はφ75mm以下の円～亜角礫が主体である。 

GL-16.00～17.00mで玉石コアを 70%程度含む。 

GL-17.00～19.00mは玉石コアを含まない砂礫である。 

GL-19.00～20.00mで玉石コアを 20%程度含む。 

玉石コアの最大コア長は L=20cmであり、 GL-16.10～16.30m

と GL-19.25～19.45mに存在する。 

含水量は中位。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ボーリング調査中は降雨がなく水位が低下する傾向にあり、最も

浅い作業前水位である深度 5.65m（10月 7日）を地下水位とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Br.3
H = 129.5

7 m

dep
= 20.0

0 m

Ｎ値
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4/34
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60/25
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60/25
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15.60

16.00

20.00

補正Ｎ値

（42）

（30）

（50/21）
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 標準貫入試験結果 

標準貫入試験の試料の中で礫に当り過大なＮ値が測定された場合や土層の変化が

見られた場合は、貫入量と打撃回数の相関性を見ながらＮ値を補正して整理した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Br.1 地点は礫当りおよび地層境によるＮ値の変化は確認されなかったため、実測

値をそのままＮ値とした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Br.2 地点は礫当りおよび地層境によるＮ値の変化は確認されなかったため、実測

値をそのままＮ値とした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

実測N値 土質（地質）名

回 1 1 2
cm 15 15 30
回 1 1 1 3
cm 10 15 5 30
回 4 11 10 25
cm 10 10 10 30
回 30 30 60
cm 10 5 15
回 11 16 33 60
cm 10 10 4 24
回 13 10 9 32
cm 10 10 10 30
回 60 60
cm 8 8

開始深度～終了深度 打撃回数/貫入量
補正N値

換算N値

1.15 ～ 1.45 シルト質砂

2.15 ～ 2.45 シルト混じり砂

3.15 ～ 3.45 玉石混じり砂礫

4.00 ～ 4.15 120
玉石混じり砂礫30

5.15 ～ 5.39 75
玉石混じり砂礫30

6.15 ～ 6.45 玉石混じり砂礫

7.00 ～ 7.08 225
玉石混じり砂礫30

実測N値 土質（地質）名

回 2 2 2 6
cm 10 10 10 30
回 1 1 1 3
cm 10 13 10 33
回 60 60
cm 8 8
回 60 60
cm 5 5
回 60 60
cm 4 4
回 21 39 60
cm 10 5 156.00 ～ 6.15 120

玉石混じり砂礫30

5.00 ～ 5.04 300
玉石混じり砂礫30

4.00 ～ 4.05 300
玉石混じり砂礫30

3.00 ～ 3.08 225
玉石混じり砂礫30

シルト質砂

2.15 ～ 2.48 シルト質砂

開始深度～終了深度 打撃回数/貫入量
補正N値

換算N値

1.15 ～ 1.45

表 3.4.1 標準貫入試験結果（Br.1） 

表 3.4.2 標準貫入試験結果（Br.2） 
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実測N値 土質（地質）名

回 1 1 2 4
cm 10 5 19 34
回 35 25 60
cm 10 3 13
回 15 45 60
cm 10 10 20
回 60 60
cm 10 10
回 11 9 40 60
cm 10 10 5 25
回 21 16 15 52
cm 10 10 10 30
回 21 19 20 60
cm 10 10 5 25
回 21 39 60
cm 10 4 14
回 3 3 4 10
cm 10 10 10 30
回 6 10 9 25
cm 10 10 10 30
回 11 12 14 37
cm 10 10 10 30
回 5 5 6 16
cm 10 10 10 30
回 5 9 10 24
cm 10 10 10 30
回 2 4 7 13
cm 12 8 10 30
回 4 4 3 11
cm 10 10 13 33
回 60 60
cm 8 8
回 18 19 22 59
cm 10 10 10 30
回 16 24 20 60
cm 10 10 5 25
回 60 60
cm 6 6
回 60 60
cm 8 8

開始深度～終了深度 打撃回数/貫入量
補正N値

換算N値

1.15 ～ 1.49 シルト質砂

2.15 ～ 2.28 138
玉石混じり砂礫30

3.15 ～ 3.35 42
玉石混じり砂礫30

4.00 ～ 4.10 180
玉石混じり砂礫30

5.15 ～ 5.40 30
玉石混じり砂礫30

6.15 ～ 6.45 玉石混じり砂礫

7.15 ～ 7.40 72
玉石混じり砂礫30

8.00 ～ 8.14 129
玉石混じり砂礫30

9.15 ～ 9.45 礫混じり砂

10.15 ～ 10.45 礫混じり砂

11.15 ～ 11.45 礫混じり砂

12.15 ～ 12.45 礫混じり砂

13.15 ～ 13.45 礫混じり砂

14.15 ～ 14.45 礫混じり砂

15.15 ～ 15.48 礫混じり砂

16.00 ～ 16.08 50
玉石混じり砂礫21

17.15 ～ 17.45 玉石混じり砂礫

18.15 ～ 18.40 72
玉石混じり砂礫30

19.15 ～ 19.21 300
玉石混じり砂礫30

20.00 ～ 20.08 225
玉石混じり砂礫30

表 3.4.3 標準貫入試験結果（Br.3） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Br.3 地点は深度 3m、5m、16mにおいて礫当りによると考えられるＮ値の変化が確

認されたため、Ｎ値を補正した。 
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補正後の貫入曲線 

図 3.4.1 Br.3 貫入曲線（補正した曲線を抜粋） 
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 室内土質試験結果 

室内土質試験（粒度試験）は、Br.3 の 8.50～16.00m までの砂質土層にて、Ｎ値

が比較的小さめかつ砂が優勢であった 9m、12m、14m の貫入試料を用いて実施した。

表 3.5.1 に室内土質試験の結果一覧を、図 3.5.1 に粒径加積曲線（粒度分布）示

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 3.5.1 室内土質試験結果一覧表 

図 3.5.1 粒径加積曲線 

試  料  番  号 Br.3-1 Br.3-2 Br.3-3

採　取　深　度 9.00～9.45m 12.00～12.45m 14.00～14.30m

地            層 As3 As3 As3

石     分(75mm以上) (%) 0.0 0.0 0.0

礫     分(2～75mm) (%) 42.1 24.9 26.9

砂     分 (0.075～2mm)(%) 45.5 64.3 61.3

シルト分(0.005～0.075mm) (%)

粘 土 分(0.005mm未満) (%)

最大粒径（mm） 26.5 19.0 19.0

均等係数Uc * * *

60%粒径 D60 (mm) 2.2060 1.1357 1.1220

50%粒径 D50 (mm) 1.4355 0.8434 0.8038

30%粒径 D30 (mm) 0.5898 0.4922 0.4348

20%粒径 D20 (mm) 0.3499 0.3501 0.2538

地盤材料の分類名
粘性土まじり

礫質砂

粘性土まじり

礫質砂

粘性土まじり

礫質砂

分類記号 (SG-Cs) (SG-Cs) (SG-Cs)

12.4 11.810.8
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図 4.1.1  Br.2 コア写真 盛土（B） 

図 4.1.2  Br.2 コア写真 沖積第一砂質土層（As1） 

第4章. 考察 

 土質構成 

調査結果から、調査地は上位より盛土（B）、沖積第一砂質土層（As1）、沖積第

二砂質土層（As2）、洪積第一砂礫層（Dg1）、洪積砂質土層（Ds）、洪積第二砂礫

層（Dg2）の 6層に区分できた。表 4.1.1に調査地の地盤構成表を示す。 

 

表 4.1.1 地盤構成表 

地質時代 記号 土層名 Ｎ値 代表Ｎ値 

新

生

代 

第

四

紀 

完

新

世 

B 盛土 - - 

As1 沖積第一砂質土層 2～6 4 

As2 沖積第二砂質土層 3 3 

更

新

世 

Dg1 洪積第一砂礫層 25～225 105 

Ds 洪積砂質土層 10～37 19 

Dg2 洪積第二砂礫層 59～300 176 

 

①盛土（B） 

調査地の最上部を構成する。上部 2～5cm はアスファルトである。GL-0.20～

0.30m までは砕石である。以深は砂が主体の盛土である。φ60mm 以下の礫を含む。

層厚は Br.1では 1.00m、Br.2では 0.70m、Br.3では 0.60mである。標準貫入試験

を行う深度に達しておらず、Ｎ値は測定していない。 

 

 

 

 

②沖積第一砂質土層（As1） 

細粒分を含む砂質土である。有機質を含む旧耕作土である。φ40mm 以下の礫を

わずかに混入する。層厚は Br.1では 1.00m、Br.2では 1.20m、Br.3では 1.35mで

ある。Ｎ値は 2～6と緩い。 

 

 

 

 

 

 



-28- 

 

図 4.1.3  Br.2 コア写真 沖積第二砂質土層（As2） 

図 4.1.4  Br.3 コア写真 洪積第一砂礫層（Dg1） 

③沖積第二砂質土層（As2） 

細粒分を含む砂質土である。Br.1 と Br.2（国道沿い）では確認できたが、Br.3

（日野川沿い）では確認できなかった。層厚は Br.1 では 0.60m、Br.2 では 0.80m

である。Ｎ値は 3と緩い。 

 

 

 

 

 

④洪積第一砂礫層（Dg1） 

基質は中～粗砂である。φ50mm 以下の円～亜角礫を 30%程度含む。L=10cm 程度

の玉石コアが複数混入する。玉石コアは安山岩が多い。Br.3の GL-2.30～2.60mで

最大コア長が L=30cm の玉石コアを確認した（図 4.1.4 の緑の枠）。Br.3 での層

厚は 6.55m である。Br.1 では GL-7.00m、Br.2 では GL-6.00m で掘り止めとしたの

で、確認できた層厚は Br.1では 4.40m、Br.2では 3.30mである。基質が締まって

いないところがあり、Ｎ値は 25～225とばらつきがある。 
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図 4.1.5  Br.3 コア写真 洪積砂質土層（Ds） 

図 4.1.6  Br.3 コア写真 洪積第二砂礫層（Dg2） 

⑤洪積砂質土層（Ds） 

Br.3 の GL-8.50～15.60m までは粗砂が、GL-15.60～16.00m までは細～中砂が

主体である。φ50mm 以下の円～亜角礫を所々に含む。Br.3 での層厚は 7.50m であ

る。Ｎ値は 10～37 だった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑥洪積第二砂礫層（Dg2） 

基質は粗砂である。φ75mm 以下の円～亜角礫を含む。L=10cm 程度の玉石コア

が複数混入する。玉石コアは安山岩が多い。Br.3 の GL-16.10～16.30m と GL-

19.25～19.50m でコア長が L=20cm の玉石コアを確認した（図 4.1.6 の緑枠）。

Br.3 は GL-20.00m で掘り止めだったため、確認できた層厚は 4.00m である。Ｎ値

は 59～300 とばらつきがある。 
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図 4.2.1 想定地質断面図 

 

 想定地質断面図 

得られた結果から想定できる断面図を作成した。以下、図 4.2.1に Br.2と Br.1を結んだ想定地質断面図と Br.3と Br.2を結んだ想定地質断面図、図 4.2.2に Br.3と Br.1を結んだ想定地質断面図を示す。 
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図 4.2.2 想定地質断面図 
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図 4.2.3 貸与された平面図（佐川移住促進住宅地形測量業務より） 
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4.2.1 想定地質三次元モデル 

貸与された平面図から調査地の簡易な三次元モデルを作成し、それに今回の業

務で得られた結果から調査地の地盤構成がわかるような三次元モデルを加えた。

地表面の三次元モデル（サーフェスモデル）はボーリング孔の位置や方向をつか

むことを目的として作成したため、詳細なサーフェスモデルの作成は行っていな

い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 
図 4.2.4 平面図から作成した地表面サーフェスモデル 

米子→ 

旧パチンコ店 

国道 181号 ←根雨 
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地盤構成を表す三次元モデルとして、地層境界サーフェスモデル（図 4.2.5、図

4.2.6）または準三次元断面図（図 4.2.7、図 4.2.8）の 2種類を用意した。各ボーリ

ング箇所にある柱状のものはボーリングモデル（ボーリングコアを強調して示した

モデル）である。 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4.2.5 地表面サーフェスモデルと地層境界サーフェスモデル 

図 4.2.6 地層境界サーフェスモデル（地表面サーフェスモデル無し） 

図 4.2.7 地表面サーフェスモデルと準三次元断面図 

図 4.2.8 準三次元断面図（地表面サーフェスモデル無し） 
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以下に 2つの角度から三次元モデルをとらえた図を示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4.2.9 国道側根雨方面（調査範囲の南東側）からとらえた準三次元断面図 

図 4.2.10 国道側（調査範囲の東側）からとらえた準三次元断面図 

図 4.2.11 国道側（調査範囲の東側）からとらえた地層境界サーフェスモデル 
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図 4.3.1 調査地周辺の模式地質断面図 

 

 調査範囲地盤構成の考察 

地形平面図や地質平面図、現地踏査の結果から、調査範囲の地盤は日野川に沿った段丘面を構成する砂礫層と花崗岩（基盤岩）で構成さ

れていると予想した。しかし今回の結果では、Br.3 にて 20m までは砂質土層または砂礫層であり、基盤岩は確認できなかった。地質平面

図や現地踏査の結果から調査範囲の地盤にも花崗岩があるとした場合、地表面から 20m 以浅では砂質土層や砂礫層で構成され、20m より深

い層に花崗岩（基盤岩）が存在すると考察できる（図 4.3.1）。 
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表 4.4.1 層別に分けたＮ値一覧 

スミルノフ・グラブス検定

Dg1

番号 測定値 n= 14 検定値 360 有意水準α= 16%

1 25
2 30
3 32
4 42
5 52
6 72
7 75
8 120
9 120

10 129
11 138
12 180   
13 225
14 225
15 360
16

平均 104.64 T= 3.68 （検定値-平均）/分散
分散 4819.94 P= 0.00 自由度「N数-2」 両側検定、2

t分布 2.43
S0 1.99

判定： 除外 （T>S0)：除外、T<S0：適合

地層

α

As1 As2 Dg1 Ds Dg2

2 3 25 10 225

6 3 120 25 59
4 75 37 72

32 16 300

225 24 225
225 13
360 10
450
120
138
42

180
30
52
72

129

4.4 棄却検定 
4.1土質構成にて層を区分した後に、Ｎ値を層ごとにまとめた（表 4.4.1）。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

層別のＮ値において外れ値がないかどうか調べるために、スミルノフ・グラブス棄却

検定を行った。検定で棄却された値は除外した。 

検定を行った結果、Dg1（洪積第一砂礫層）にて Br.2の 4mと 5mの値（360と 450）が

外れ値として棄却された（図 4.4.1）。よって 4.5 地盤定数の検討（後述）においてこ

れらの値は使用しなかった。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

B（盛土）はＮ値なし 

図 4.4.1 Dg1（洪積第一砂礫層）の棄却検定結果（棄却分のみ抜粋） 

スミルノフ・グラブス検定

Dg1

番号 測定値 n= 14 検定値 450 有意水準α= 16%

1 25
2 30
3 32
4 42
5 52
6 72
7 75
8 120
9 120

10 129
11 138
12 180   
13 225
14 225
15 360
16 450

平均 104.64 T= 4.97 （検定値-平均）/分散
分散 4819.94 P= 0.00 自由度「N数-2」 両側検定、2

t分布 2.43
S0 1.99

判定： 除外 （T>S0)：除外、T<S0：適合

地層

α

As1 沖積第一砂質土層

As2 沖積第一砂質土層

Dg1 洪積第一砂礫層

Ds 洪積砂質土層

Dg2 洪積第二砂礫層
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ゆるい
（やわらかい）

密な
（かたい）

ゆるい
（やわらかい）

密な
（かたい）

ゆるい
（やわらかい）

密な
（かたい）

礫 18 20 19 21 9 11

砂 16 18 17 19 7 9

シルト 14 16 15 17 5 7

粘土 13 15 14 16 4 6

関東ローム 12 14 13 15 3 5

高有機質土 9 12 10 13 0 3

湿潤単位体積重量
（地下水位以浅）

飽和単位体積重量
（地下水位以深）

水中単位体積重量
（地下水位以深）

土質

砂質土 シルト 粘性土 腐植土 砂質土 シルト 粘性土 ローム

〔注〕　（　）：ばらつきの程度

γ1'＝γ1-9.8(kN/m3)

γ2'＝γ2-9.8(kN/m3)

地下水位以下にある部分においては、土の単位体積重量γ1,γ2に浮力を考慮して、9.8(kN/m3)を差し引いた値

(水中単位体積重量γ1',γ2')を用いる。

土の種類

単位体積重量γ

(kN/m3)

沖積層 洪積層

18
(17～19)

16
(15～17)

15
(14～16)

10
(8～13)

19
(18～20)

17
(16～18)

16
(15～17)

14
(12～15)

表 4.5.1 土の単位体積重量（kN/m3）（建築基礎構造設計指針の場合） 

表 4.5.2 土の単位体積重量γの目安値（小規模建築物基礎設計指針の場合） 

 
4.5 地盤定数の検討 

 
4.5.1 地盤定数の検討方法 

(1) 単位体積重量 

主な基準に示されている単位体積重量を表 4.5.14、表 4.5.25に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                  
4 (社)日本建築学会：建築基礎構造設計指針，令和元年 11 月，p.30 
5 (社)日本建築学会：小規模建築物基礎設計指針,平成 20 年 9 月，p.77 
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φd ＝ 20Ｎ1 ＋ 20 （3.5≦Ｎ1≦20）, φd＝40（Ｎ1＞20）

Ｎ

100

Ｎ1 ＝
  σz′

 

(2) せん断抵抗角 

調査地は小規模建築物計画箇所であるため、建築基礎構造設計指針に記載されてい

る式で求めた 6。 

 

 

 

 

 

 

φd(°)：内部摩擦角, Ｎ1：Ｎ値を有効上載圧で補正した換算Ｎ値, σz’(kN/m2)：有効上載圧 

 

(3) 粘着力 

 本調査において粘性土層が確認されなかったため、今回は粘着力の算出を行ってい

ない。なお、砂質土層の粘着力は考慮しないものとする。 

 

 

 

                                                  
6 (社)日本建築学会：建築基礎構造設計指針，令和元年 11 月，p.30 

式 4.5.1 

 

式 4.5.2 
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4.5.2 地盤定数の検討結果 
各地層の地盤定数は、ボ－リング調査で確認したコアの状況や標準貫入試験のＮ値お

よび参考資料などから経験式を用いて検討した。その結果を表 4.5.3に示す。 

 
表 4.5.3 各層の地盤定数検討結果 

記号/地層名 
代表 

Ｎ値 

単位体積重量 

γt(kN/m
3) 

せん断 

抵抗角 

φd(°) 

粘着力 

c(kN/m2) 
状態 

B 盛土 - 16 ① - 0 ゆるい砂層 

As1 沖積第一砂質土層 4 16 ① 33 ② 0 ゆるい砂層 

As2 沖積第二砂質土層 3 16 ① 30 ② 0 ゆるい砂層 

Dg1 洪積第一砂礫層 105 18 ① 40 ② 0 密な砂層 

Ds 洪積砂質土層 19 16 ① 36 ② 0 ゆるい砂層 

Dg2 洪積第二砂礫層 176 18 ① 40 ② 0 密な砂層 

設定根拠 

【単位体積重量γ】 

① 建築基礎構造設計指針に示される一般値（表 4.5.1） 

 

【せん断抵抗角φ】 

② 建築基礎構造設計指針に示される計算式（式 4.5.1、式 4.5.2） 
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ゆるい
（やわらかい）

密な
（かたい）

ゆるい
（やわらかい）

密な
（かたい）

ゆるい
（やわらかい）

密な
（かたい）

礫 18 20 19 21 9 11

砂 16 18 17 19 7 9

シルト 14 16 15 17 5 7

粘土 13 15 14 16 4 6

関東ローム 12 14 13 15 3 5

高有機質土 9 12 10 13 0 3

湿潤単位体積重量
（地下水位以浅）

飽和単位体積重量
（地下水位以深）

水中単位体積重量
（地下水位以深）

土質

(1) 単位体積重量 

単位体積重量の検討結果を、表 4.5.4に示す。表 4.5.1に示される一般値を採用

値とした。 

 
表 4.5.4 単位体積重量の結果 

記号/地層名 
代表 

Ｎ値 

単位体積 

重量 

γt(kN/m3) 

適用根拠 

B 盛土 - 16 ゆるい砂層 

As1 沖積第一砂質土層 4 16 ゆるい砂層 

As2 沖積第二砂質土層 3 16 ゆるい砂層 

Dg1 洪積第一砂礫層 105 18 密な砂層 

Ds 洪積砂質土層 19 16 ゆるい砂層 

Dg2 洪積第二砂礫層 176 18 密な砂層 

 
 

地盤定数の参考値（表 4.5.1再掲） 
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表 4.5.6 せん断抵抗角の計算結果（砂質土）（Br.1） 

表 4.5.7 せん断抵抗角の計算結果（砂質土）（Br.2） 

せん断抵抗角φ d

畑中

(GL- m) 打撃回数 貫入量 (cm) 換算値 σz' (kN/m2) 建築

1.15 2 30 2 18.4 4.7 29.7 As1

2.15 3 30 3 34.4 5.1 30.1 As2

3.15 25 30 25 51.5 34.8 40.0 Dg1

4.00 60 15 120 66.8 146.8 40.0 Dg1

5.15 60 24 75 87.5 80.2 40.0 Dg1

6.15 32 30 32 102.9 31.5 40.0 Dg1

7.00 60 8 225 110.5 214.0 40.0 Dg1

N　　　 値
N1 地層

深度 有効上載圧

せん断抵抗角φ d

畑中

(GL- m) 打撃回数 貫入量 (cm) 換算値 σz' (kN/m2) 建築

1.15 6 30 6 18.4 14.0 36.7 As1

2.15 3 33 3 34.4 5.1 30.1 As2

3.00 60 8 225 48.6 322.7 40.0 Dg1

6.00 60 15 120 90.5 126.2 40.0 Dg1

地層
深度 有効上載圧N　　　 値

N1

(2) せん断抵抗角 

せん断抵抗角の検討結果を、表 4.5.5に示す。 

表 4.5.5 せん断抵抗角の検討結果 

記号/地層名 
代表 

Ｎ値 

せん断抵抗角 

φd(°) 
適用根拠 

B 盛土 - - ゆるい砂層 

As1 沖積第一砂質土層 4 33 ゆるい砂層 

As2 沖積第二砂質土層 3 30 ゆるい砂層 

Dg1 洪積第一砂礫層 105 40 密な砂層 

Ds 洪積砂質土層 19 36 ゆるい砂層 

Dg2 洪積第二砂礫層 176 40 密な砂層 

 

砂質土のせん断抵抗角は式 4.5.1 を用いて求めた。計算は孔ごとに行い、地層ごと

に平均値を求めた。 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

※4mと 5mのＮ値は除外（4.4棄却検定） 
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表 4.5.8 せん断抵抗角の計算結果（砂質土）（Br.3） 

表 4.5.9 各孔における各層のせん断抵抗角の平均 

せん断抵抗角φ d

畑中

(GL- m) 打撃回数 貫入量 (cm) 換算値 σz' (kN/m2) 建築

1.15 4 34 4 18.4 9.3 33.6 As1

2.15 60 13 138 34.8 233.9 40.0 Dg1

3.15 42 30 42 52.8 57.8 40.0 Dg1

4.00 60 10 180 68.1 218.1 40.0 Dg1

5.15 30 30 30 88.8 31.8 40.0 Dg1

6.15 52 30 52 102.3 51.4 40.0 Dg1

7.15 60 25 72 111.3 68.2 40.0 Dg1

8.00 60 14 129 119.0 118.3 40.0 Dg1

9.15 10 30 10 128.0 8.8 33.3 Ds

10.15 25 30 25 135.0 21.5 40.0 Ds

11.15 37 30 37 142.0 31.0 40.0 Ds

12.15 16 30 16 149.0 13.1 36.2 Ds

13.15 24 30 24 156.0 19.2 39.6 Ds

14.15 13 30 13 163.0 10.2 34.3 Ds

15.15 11 33 10 170.0 7.7 32.4 Ds

16.00 50 21 71 176.0 53.5 40.0 Ds

17.15 59 30 59 186.3 43.2 40.0 Dg2

18.15 60 25 72 195.3 51.5 40.0 Dg2

19.15 60 6 300 204.3 209.9 40.0 Dg2

20.00 60 8 225 212.0 154.5 40.0 Dg2

N　　　 値
地層N1

深度 有効上載圧

Br.1 Br.2 Br.3

B - - -

As1 29 36 33

As2 30 30 -

Dg1 40 40 40

Ds - - 36

Dg2 - - 40

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
上記の結果より 

As1層 平均φ＝33° 

As2層 平均φ＝30° 

Dg1層 平均φ＝40° 

Ds  層 平均φ＝36° 

Dg2層 平均φ＝40° 
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図 4.6.1 液状化のメカニズム 

 液状化判定 

液状化とは土が液体状に変化する現象であり、地下水位以深で緩く堆積した砂質土

層で発生する傾向にある。地震等の強い外力により砂粒子のかみ合いがはずれ、砂粒

子が土層に含まれている水に浮くことによって発生する（図 4.6.1）7。液状化は、建

築物に対し不同沈下等の被害を及ぼすことがある。不同沈下とは、図 4.6.1の④のよ

うに液状化により水に浮いた砂粒子が再堆積し、地盤が沈下する際に建築物が傾く現

象である。著しい不同沈下が起こった場合、水周りの設備に支障をきたす等の被害が

生じることがある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

原則的に液状化判定の対象となるのは、地表面から 20m以浅で地下水位以深、細粒

分含有率が 35%以下の土層である 8。また、補正Ｎ値（式 4.6.4）が小さいほど液状化

が起こりやすい傾向にある（図 4.6.2）9。洪積砂質土層（Ds）は Br.3の 8.50～16.0

0m（地下水位以深）に存在し、平均Ｎ値が 19と密ではない砂質土層であったため、

液状化判定を行うことにした。その中でも代表としてＮ値が比較的小さめかつ砂が優

勢であった 9m、12m、14mの貫入試料にて粒度試験を行い、その結果を用いて液状化

判定を行った。 

 

 

 

  

 

 

 

                             
7 (社)レジリエンスジャパン推進協議会：住宅を対象とした液状化調査・対策の手引書，平成

28年 8月，pp.1-2 
8 (社)日本建築学会：建築基礎構造設計指針，令和元年 11月，p.50 
9 (社)日本建築学会：建築基礎構造設計指針，令和元年 11月，p.51 

図 4.6.2 補正Ｎ値と液状化抵抗 

式 4.6.1 

式 4.6.2 

式 4.6.3 

 

式 4.6.4 

 

Ｎa     ：補正Ｎ値 

Ｎ1    ：換算Ｎ値 

ΔＮf  ：細粒分含有率に応じた補正Ｎ値増分 

ＣＮ   ：拘束圧に関する換算係数 

σｚ’ ：検討深さでの全土被り圧（鉛直全応力） 

 

式 4.6.1～4.6.3を合わせたもの 
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図 4.6.3 液状化判定結果 

 

液状化判定は中規模の地震動（マグニチュードＭ＝7.5、地表面水平加速度αmax＝2.000m/s^2）10,11を想定して行った。解析は液状化判定システム LIQUEUR（Version 17.1D, FUJITSU）を使用した（図 4.6.3）。液状化に対

する抵抗率 FL が 1 を越えた場合、液状化発生の可能性はないものとされる12。判定の結果、液状化に対する抵抗率 FL は概ね 1を越えており、この層において液状化による顕著な被害が起こる可能性は少ないと考えられ

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

  

 

  

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

                             
10 (社)レジリエンスジャパン推進協議会：住宅を対象とした液状化調査・対策の手引書，平成 28 年 8 月，p.7 
11 (社)日本建築学会：建築基礎構造設計指針，令和元年 11 月，p.50,p.52 
12 (社)日本建築学会：建築基礎構造設計指針，令和元年 11 月，p.52 

土質試験に使用した

貫入試料の採取位置 

Br.3
H = 129.5

7 m

dep = 20.00
m

補正Ｎ値
01020304050

4/34

60/13

60/20

60/10

60/25

52

60/25

60/14

10

25

37

16

24

13

11/33
60/8

59

60/25

60/6

60/8

0.00
0.60

1.95

8.50

15.60
16.00

20.00

Ｎ値

(42)

(30)

(50/21)
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第5章. 小規模建築物の支持層の検討 

 Dg1「洪積第一砂礫層」の支持層としての検討 

戸建て住宅等の小規模建築物の支持力等を把握する場合、SWS 試験（スクリュー

ウェイト貫入試験）がよく用いられる13。 

Ｎ値と SWS 試験で得られる試験値の相関図は、Ｎ値＜30 までしか示されていない

ことが多く14、小規模建築物についてはＮ値＞30 であれば支持層として十分である

と考えられる。また 3.2 液状化判定において、Br.3 の 8.50m～16.00m にて確認され

た Ds「洪積砂質土層」で液状化による顕著な被害が起きる可能性は低いと考えられ

た。以上のことから、Ｎ値＞30 の玉石混じり砂礫である Dg1「洪積第一砂礫層」は、

小規模建築物の良好な支持地盤として適当だと考えられる。 

国道沿いに位置する Br.1 と Br.2 では 2.60m と 2.70m までゆるい砂の層（As1「沖

積第一砂質土層」とAs2「沖積第二砂質土層」）が続いており、国道沿いは2.65m前

後までゆるい砂の層が続くと考えられる。調査範囲内の中でも川沿いに位置する

Br.3 の結果では 1.95m までゆるい砂の層が続いており、国道沿いから川沿いに向か

ってゆるい砂の層が浅くなる可能性が考えられる。ただし調査範囲内の川沿いでは

Br.3 の一箇所でのみボーリング調査を行っており、川沿いの南北の地層の勾配等に

関しては不明な点が多いことを留意すべきである。 

Dg1「洪積第一砂礫層」を支持層とする場合は、上記のとおり 2m 以深に基礎を置

くため根入れが深くなる。建築基準法施工令（昭和 25 年政令第 338 号）第三十八条

第三項及び第四項の規定に基づき、べた基礎の根入れ深さは 0.12m 以上かつ凍結深

度以深、布基礎の根入れ深さは0.24m以上となっている15。小規模建築物の場合は根

入れを深くしないことが多く、およそ 2m 以深になる Dg1 は深度の観点からは支持地

盤として不適当だと考えられる。 

 

 

  

                             
13 (社)日本建築学会：小規模建築物基礎設計指針,平成 20 年 9 月，p.31 
14 (公社)地盤工学会：土質試験 基本と手引き, 平成 22 年 11 月，p.127 
15 建設省：建築物の基礎の構造方法及び構造計算の基準を定める件, 建設省告示第 1347 号,

平成 12 年 5 月 
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表 5.2.1 As1 と As2 のＷＳＷとＮＳＷ 

土質記号 土質 代表N値 ＷＳＷ(kN) ＮＳＷ(回)

As1 沖積第一砂質土層 4 1 29.9

As2 沖積第二砂質土層 3 1 14.9

 As1「沖積第一砂質土層」と As2「沖積第二砂質土層」の支持層としての検討 

Dg1「洪積第一砂礫層」は支持層としては深すぎるため、上位の砂質土層に基礎を

置くことになる。上位の砂質土層である As1「沖積第一砂質土層」と As2「沖積第二

砂質土層」は地下水位以浅であり、液状化が起こる可能性は低いと考えられる。 

小規模建築物の長期許容支持力は、SWS 試験で得られるＷＳＷとＮＳＷという試験値

から算出することができる16。また標準貫入試験で得られたＮ値と、ＷＳＷとＮＳＷの

関係を図 5.2.117のように示すことができる。砂質土の場合、Ｎ値とＷＳＷとＮＳＷの

相関式は以下の式のとおりである。 

Ｎ＝2ＷＳＷ+0.067ＮＳＷ （※ただし単位は、ＷＳＷは kN、ＮＳＷは回とする。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

As1 と As2 のＷＳＷとＮＳＷの各値は以下のとおりである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                             
16 (社)日本建築学会：小規模建築物基礎設計指針,平成 20 年 9 月，p.74 
17 (公社)地盤工学会：地盤調査の方法と解説, 平成 25 年 3 月，p.331 

図 5.2.1 Ｎ値とＷＳＷ, ＮＳＷとの関係（稲田式） 
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表 5.2.2 As1 と As2 の長期許容支持力 qa（kN/m2） 

平板載荷試験

土質記号 土質 ＷＳＷ(kN) ＮＳＷ(回) qa（kN/m
2）

As1 沖積第一砂質土層 1 29.9 53.9

As2 沖積第二砂質土層 1 14.9 41.9

小規模建築物基礎設計指針

土質記号 土質 ＷＳＷ(kN) ＮＳＷ(回) qa（kN/m
2
）

As1 沖積第一砂質土層 1 29.9 53.9

As2 沖積第二砂質土層 1 14.9 41.9

国土交通省告示

土質記号 土質 ＮＳＷ(回) qa（kN/m
2）

As1 沖積第一砂質土層 29.9 47.9

As2 沖積第二砂質土層 14.9 39.0

土質記号 土質 qa（kN/m
2）

As1 沖積第一砂質土層 51.9

As2 沖積第二砂質土層 40.9

表 5.2.3 As1 と As2 の長期許容支持力 qa（kN/m2）の平均 

SWS 試験のＷＳＷ値（kN）とＮＳＷ値（回）から、以下の方法で長期許容支持力 qa

（kN/m2）を求めることが出来る。 

① 平板載荷試験による方法18 

・ＷＳＷ≦1kN  qa＝30(ＷＳＷ)^2 

・ＷＳＷ＝1kN  qa＝30＋0.8＊ＮＳＷ 

② 小規模建築物基礎設計指針による方法19  

・qa＝30＊ＷＳＷ＋0.8＊ＮＳＷ 

③ 国土交通省告示による方法20  

・qa＝30＋0.6＊ＮＳＷ 

 
上記三つの方法で As1 と As2 の各長期許容支持力 qa（kN/m2）を求めると、以下の

とおりになる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

上記三つの方法で求めた As1 と As2 の各長期許容支持力の平均値は以下のとおり

である。 

 

 

 

 

 

                             
18 (公社)地盤工学会：地盤調査の方法と解説, 平成 25 年 3 月，p.332 
19 (社)日本建築学会：小規模建築物基礎設計指針,平成 20 年 9 月，pp.74-75 
20 (公社)地盤工学会：地盤調査の方法と解説, 平成 25 年 3 月，p.332 
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鳥取県内でも積雪が 1m 越えたという事例は少なく、一般地域であると考えられる

（国土交通省 気象庁：過去の気象データ より）。二階建てのべた基礎の場合、一

般地域での建屋荷重は 11kN/m2だと考えられる（表 5.2.4）21。よって As1「沖積第

一砂質土層」や As2「沖積第二砂質土層」は支持地盤として妥当である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                             
21 (社)日本建築学会：小規模建築物基礎設計指針,平成 20 年 9 月，p.60 

表 5.2.4 べた基礎の検討用荷重 
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図 5.3.1 沈下と建物の変形 

 不同沈下の検討 

建物の沈下は図 5.3.1 のようにおもに 3 つの種類に分類される22。a.のような等

沈下では建物のひずみが生じず、建築物への障害が出る可能性も少ない。b.のよう

な不同沈下では建物は傾斜するがひずみが生じる可能性が低く、傾斜角が小さい場

合では不具合を感じにくいことが多い。しかし c.のような変形傾斜による不同沈下

ではひずみが生じるなどの障害が発生する可能性が高くなる。 

 

 

 

 

 

 

 

不同沈下が発生しやすい地盤は以下のとおりである23。 

① 高有機質土（腐植土）などが堆積する地盤 

② 地層が傾斜している地盤 

③ 土の種類や締まり具合が不均一な地盤 

④ 沖積層で SWS 試験におけるＷＳＷが 0.75 kN 程度以下、Ｎ値が 0 程度、含水比

が 100％程度以上の地盤 

⑤ ＷＳＷ＝1 （kN） （換算Ｎ値＝3）程度以下の均一な盛土地盤 

⑥ ＮＳＷ＝40 （換算Ｎ値＝5）程度以下の不均一な盛土地盤 

 

As1（沖積第一砂質土層）はＷＳＷ＝1 でＮ＝4、As2（沖積第二砂質土層）はＷＳＷ

＝1でＮ＝3であるため、④の不同沈下が発生しやすい沖積層には該当しない。 

As2は Br.3から Br.1、Br3から Br.2にかけてそれぞれ傾斜しているように見える

が、Br.3 から Br.1 にかけては 0°21′15.75″、Br3 から Br.2 にかけては 0°56′

17.07″と角度が小さく、②に該当しないと考えられる。ただし As1 と As2 は細粒分

を含む砂質土であり、今回調査を行っていない場所によっては細粒分が増え、柔ら

かいまたはゆるい地盤となっている可能性がある。As1またはAs2を支持地盤とする

場合、場所によっては不同沈下が発生する可能性も残っている。 

 

 

                             
22 (社)日本建築学会：小規模建築物基礎設計指針,平成 20 年 9 月，p.86 
23 (社)日本建築学会：小規模建築物基礎設計指針,平成 20 年 9 月，p.85 
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第6章. 設計・施工上の留意点 

2 階建てのべた基礎であれば As1「沖積第一砂質土層」や As2「沖積第二砂質土層」

は支持地盤として妥当であること、不同沈下が起こりやすい地盤に該当しないこと

が判明した。しかし前項でも述べたとおり調査を行っていない箇所に軟弱地盤が存

在する可能性があり、住宅建築位置において SWS 試験により As1 と As2 の支持力を

確認することが望ましい。 
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